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「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　

真
宗
大
谷
派　

鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
　

宣
心
院　

大
谷　

暢
文

『
諸
経
讃
（
九
）』

  　

衆
生
有
碍
の
さ
と
り
に
て 

　
　
　

　
　

無
碍
の
仏
智
を
う
た
が
え
ば 

　　

  
 

曾
婆
羅
頻
陀
羅
地
獄
に
て 

　
　
　

　
　

多
劫
衆
苦
に
し
ず
む
な
り

(

私
た
ち
衆
生
が
自
力
の
さ
と
り
に
よ
っ
て
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
を
疑
う
の
な
ら
ば
、 

無

間
地
獄
に
落
ち
て
、
永
遠
に
多
く
の
苦
し
み
の

境
界
に
沈
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
り
ま 

す
。)

　
̶4̶2017 年（平成 29年）４月 1日

発
行　

真
宗
大
谷
派
︵
東
本
願
寺
︶
天
満
別
院

　
　
　
　
　
　

大
阪
市
北
区
東
天
満
一

八

二
六

                         

電　

話　

六
三
五
一

三
五
三
五   

                         

代
表
者　

輪　

番　

長
谷
山
法
雄

　

こ
の
ご
和
讃
が
、
九
首
の
『
諸
経
讃
』
を
締

め
く
く
る
最
後
の
ご
和
讃
で
す
。
出
典
は 

『
無

量
寿
仏
名
号
利
益
因
縁
経
』
と
い
う
、
私
た
ち

に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
経
典
で
す
。
近
年

ま
で
こ
の
ご
和
讃
に
は
、
特
定
の
出
典
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、馴
染
み
の
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
が
、

『
諸
経
讚
』
と
あ
る
と
お
り
、
こ
の
ご
和
讃
に

も
出
典
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
『
無
量
寿
仏
名
号
利
益
因
縁
経
』
の
訳
者
は
、

『
仏
説
無
量
寿
経
』
を
訳
し
た
康
僧
鎧
で
す
。

こ
の
人
物
か
ら
浄
土
真
宗
の
教
学
的
な
縁
を
感

じ
ま
す
が
、
何
よ
り
親
鸞
聖
人
の
一
切
経
を
紐

解
い
て
い
か
れ
る
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ご
和
讃
は
、
九
首
の
『
諸
経
讃
』
最
後

の
一
首
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
、
自
力
の
心 

で
他
力
の
ご
本
願
を
疑
う
な
ら
ば
、
大
い
な
る

過
ち
を
犯
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
永 

遠
の
苦
し
み
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本
願
、
そ
し
て
お
釈
迦

さ
ま
の
ご
本
意
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
こ
に
「
有
碍
の
さ
と
り
」
と
あ
り
ま
す
。

さ
と
り
な
の
で
す
か
ら
、
当
然
完
成
さ
れ
た
境

地
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
注
意

が
必
要
な
の
は
「
有
碍
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
有
碍
」
と
は
、
妨
げ
が
有
る
こ
と
を
意
味
し
、

悪
業
煩
悩
を
も
つ
衆
生(

私
た
ち) 

の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
妨
げ
と
は
、
悪
業
煩
悩
に
よ
っ
て

他
力
が
見
え
な
く
な
る
、
他
力
を
見
え
な
く
す

る
、
あ
る
い
は
、
悪
業
煩
悩
と
は
何
か
と
思
い

悩
む
、
つ
ま
り
自
力
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
力

と
は
他
力
を
疑
う
心
で
す
。
他
力
と
は
、
ま
さ

に
こ
の
私
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
さ
ま
の

お
慈
悲
で
す
。
そ
れ
を
疑
え
ば
、
当
然
行
き
着

く
先
は
、
ご
和
讃
に
あ
る
よ
う
に
「
曾
婆
羅
頻

陀
羅
地
獄
」
で
す
。
親
鸞
聖
人
は
、
こ
の
お
言

葉
の
脇
に
「
無
間
地
獄
の
衆
生
を
み
て
は
、
あ

ら
た
の
し
げ
や
と
み
る
な
り
。
仏
法
を
謗
り
た

る
も
の
、
こ
の
地
獄
に
落
ち
て
八
万
劫
中
大
苦

悩
を
う
く
」
と
記
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
苦
し
み

が
間
断
な
く
続
く
、 

一
番
苦
し
い
地
獄
が
、
自

力
に
よ
っ
て
他
力
を
疑
う
こ
と
で
あ
ら
わ
れ
る

の
で
す
。
九
首
の
『
諸
経
讃
』
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
典
を
引
用
し
て
き
ま
し
た
が
、 

そ

れ
ら
す
べ
て
が
、
ゆ
め
ゆ
め
他
力
を
疑
っ
て
は

な
ら
な
い
と
誡
め
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　
　

四
月
の
法
座
・
行
事

　　
　

　
　
　
九
日 

・
同
朋
の
会
例
会

　
　
　
　
　
　

大
阪
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
部　

智
宏
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
三
時
）

　
　

十
二
日
・
一
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　
　
　
　
　
・
闡
如
上
人
御
祥
月
御
逮
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
永
代
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
）

　
　
十
三
日
・
闡
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）

　
　
十
四
日
・
琢
如
上
人
御
祥
月
御
命
日　

　
二
十
四
日
・
綽
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　
　
　
　
　
・
正
信
偈
書
写
の
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
・ 

定
例
法
話
　

　
　
　
　
　
　
大
阪
教
区
第
十
三
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
恵
　
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
午
後
一
時
半
）

　
二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜

　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　（
午
後
二
時
）

　
二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
命
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）
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仏
の
御
名
を

　
　
　
　
　

き
く
ひ
と
は

　

な
が
く
不
退
に

　
　
　
　
　

か
な
う
な
り

　
　

︵
法
語
カ
レ
ン
ダ

よ
り
︶

　
♦
敬
　
　
弔

　　

生
前
の
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

　　
法
　
　
名
　
釋
尼

妙
智
　
　
　
　

　
俗
　
　
名
　
高
島
　
俊
子
　
　
　
　

　
三
月
十
四
日
寂
　
　
　
　
享
年
八
十
六
歳

　
法
　
　
名
　
慈
心
院
釋
秀
徳
　
　
　
　
　

　
俗
　
　
名
　
川
合
　
秀
夫
　
　
　
　

　
三
月
十
五
日
寂
　
　
　
　
享
年
八
十
七
歳

　　　

去
る
三
月
十
五
日　
天
満
別
院
元
責
任
役
員

寺
林　

惇
師
（
大
阪
市
城
東
区
來
迎
寺
）

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
寺
林　

惇
師
は

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
当
院
の

責
任
役
員
と
し
て
就
任
し
、
蓮
如
上
人
の
御

遠
忌
、
本
堂
再
建
、
親
鸞
聖
人
の
御
遠
忌
に

御
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
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♦
春
季
彼
岸
会
並

　
　
総
永
代
経
法
要
勤
修

　　
去
る
三
月
二
十
四
日
、
天
満
別
院
に
於
い
て

春
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要
を
勤
修
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
多
数
の
ご
参

拝
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

法
要
後
に
は
岡
崎
別
院
輪
番
福
田　

大　

師
の
ご
法
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聴
聞
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

♦
天
満
別
院
院
議
会
開
催
報
告

　

去
る
三
月
十
九
日
、
天
満
別
院
に
於
い
て
責

任
役
員
会
、
院
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
左

記
の
通
り
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

第
１
号　

二
〇
一
七
年
度
経
常
部
歳
入
歳
出　
　
　

　
　
　
　
　

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号　

二
〇
一
七
年
度
事
業
部
歳
入
歳
出　

　
　
　
　
　

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

以
上
い
ず
れ
も

　
　
　
　

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

♦
大
和
大
谷
別
院
　
宗
祖
親
鸞
聖
人
　
　
　
　
　
　

　
　 

七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要

　
大
和
大
谷
別
院
で
は
、
来
る
二
〇
一
七
年
四

月
十
五
日
か
ら
十
六
日
の
一
昼
夜
に
わ
た
り
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
が
左

記
の
通
り
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
記

日
時

　
　

四
月
十
五
日
（
土
）

            

第
一
法
要　
　
　

   

十
時
よ
り

　
　
　

 

第
二
法
要　
　

       

十
四
時
よ
り

　
　
　

 

御
伝
鈔　
　
　

       

十
六
時
よ
り

　
　
　

 

第
三
法
要　
　

       

十
八
時
よ
り

　
　

四
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　

 

結
願
晨
朝               

七
時
よ
り

　
　
　

 
帰
敬
式　
　
　
　
　

九
時
よ
り

　
　
　

 
庭
儀
（
稚
児
行
列
）
十
一
時
よ
り

　
　
　

 

結
願
日
中　
　
　
　

十
二
時
よ
り

行
き
方　

近
鉄
大
阪
線
「
築
山
駅
」
下
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徒
歩
十
五
分

　
　
　
　

別
所
交
差
点
か
ら
車
で
三
分

※
法
要
期
間
中
、
別
院
境
内
へ
の
自
家
用
車
ま

た
は
、
バ
ス
等
の
乗
り
入
れ
及
び
駐
車
は
で
き

ま
せ
ん
。

♦
同
朋
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
通
り
第
四
十
三
回
大
阪
教
区
同

朋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
希
望

の
方
は
四
月
二
十
五
日
迄
に
別
院
寺
務
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　
　

五
月
二
十
日
（
土
）

　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
十
二
時
三
十
分

会　

場　
　

難
波
別
院　

本
堂

　
　テ

ー
マ　

　
　

現
代
の
危
機
を
親
鸞
聖
人
に
問
う

　
　
　
　
「
満
た
さ
れ
て　

生
き
る
に
は
」

講　

師　

真
宗
大
谷
派
僧
侶

　
　
　
　
　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

妙
慶　

氏

参
加
費　
　

お
一
人
千
円　

♦
同
朋
の
会
の
お
知
ら
せ

　　

こ
の
度
、
天
満
別
院
で
は
四
月
一
日
よ
り
教

化
委
員
会
が
発
足
致
し
ま
す
。
そ
こ
で
天
満
別

院
教
化
委
員
会　

研
修
部
主
催
に
よ
る
同
朋
の

会
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　

時　
　

四
月
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時
よ
り　
　

場　

所　
　

天
満
別
院　

二
階　

仏
間

　
　講　

師　
　

大
阪
教
区
第
七
組　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
敎
應
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
部　

智
宏　

師

聴　

講　
　

無
料

　　　

今
年
度
よ
り
各
会
と
も
に
午
後
三
時

か
ら
と
開
催
時
間
が
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
下
さ
い
。　

「
サ
ザ
エ
の
自
慢
」
と
い
う
話
。

海
の
中
の
岩
の
ふ
ち
に
サ
ザ
エ

が
い
た
。
サ
ザ
エ
は
あ
つ
い
丈

夫
な
殻
の
中
で
生
き
て
い
る
。

或
る
時
、
漁
師
が
海
の
魚
を
捕
獲
す
る
た

め
網
を
「
ザ
ァ
ー
」
と
海
の
中
に
投
げ
込

ん
だ
。
サ
ザ
エ
は
独
言
に
「
多
分
外
の
魚

は
み
ん
な
一
網
打
尽
に
網
に
か
か
っ
て
捕

え
ら
れ
た
だ
ろ
う
に
、
自
分
は
か
た
い
殻

に
守
ら
れ
て
安
全
だ
」
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
ふ
と
気

が
つ
く
と
、
魚
屋
の
店
先
に
一
山
い
く
ら

と
値
段
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
れ
が
サ
ザ
エ
、
自
分
で
あ
っ

た
と
い
う
話
で
す
。
油
断
大
敵
で
あ
る
。

先
日
、
同
級
生
の
訃
報
が
届
き
サ
ザ
エ
の

話
を
思
い
出
し
た
。「
死
亡
欄　

他
人
は
死

ん
で
も　

わ
れ
死
な
ず
」
い
つ
も
わ
が
身

の
こ
と
を
他
人
事
に
し
て
い
る
。「
鳥
辺
野

は
昨
日
も
今
日
も
た
つ
煙　

眺
め
て
通
る

人
は
い
つ
ま
で
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
残

さ
れ
て
い
る
。(

鳥
辺
野
は
京
都
東
山
に
昔

あ
っ
た
火
葬
場)

死
を
他
人
事
と
し
て
、
わ

が
身
と
な
か
な
か
受
け
取
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ギ
リ
シ
ャ
に
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
死
を
忘
れ
る
な
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
必
ず
死
ぬ
。

だ
か
ら
今
生
き
て
い
る
時
間
を
大
切
に
生

き
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
代
は

死
か
ら
目
を
そ
む
け
、
生
も
死
も
軽
ん
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
私
そ
の
も
の
の
有

り
様
で
も
あ
る
。
同
級
生
の
訃
報
を
通
し

て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

輪番雑感


